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割合が 1%以上の樹椴にリョウブ(7%)，ヒメヤシャブシ (3%)，コパノミツバツツジ (2%)， 
ソヨゴ(l%)がある O
調査方法
制査区内の94 カ r~Tの地点に，誕生誠査用の 1mX1mの枠を設置し(閑 1 ) ，出現するさ~~~I:=.












1 )照度訪日査. Z m間陥で合計693地点において地上1.3mでの!限度を測定し，問時に測定した広
場での全天照度と比較し，その地点の相対照!交を求めた。 測定は， 1991年7月11勾の母ヲミの釘に
行った。 Z) 二I~.淡間資. 94カ所の実生郡安枠の付近で， ZOcm X ZOcmの枠を地表においてLl認と
FW弱含それぞれ採取し，次に， F日間下部の鉱紫土壌の表J静から深さ 5cmまでと 5cmからlOcm
までの土撲をITii;]'1(1 Ocnfi窃さ 5cmの円形サンブラーで採取した九試料は溢そ測定した後， 400C 






変数に， 4 m X 4 m :f~~ご、との名樹穂の/:I:l現11母体数をとり，説明変数に光条件としてキiりす!!引丸水
分条件としてL憾の合水比，積子供給条件としては:樹からの距縦を用いた。相対照度と L照合水




















関2 (右)に調査iま内のL)'J1 合水比の分布を訴す。水路の部分で~tfMに高い 1Ü1 (531 %)が記
鍛され，最小値は15%，王子均83%であった。斜前iの下部でj向く，斜閣のi:↓1部や上青1¥では扱くなる
ことがよくわかる。路線部をこえた北斜IIlI古1¥では，尾根部よりもさらに抵い怖を示した O また 3
桁j じ斜閣位置でも，小さなおや告などの微少な地JI~に対応して合7](比にばらつきがみられた o L 










































































































































































































































































































































日系30ω1 30<H話130ω1O<DBH<lcm 1 ;iDBH<3cmDBHみ3cm







































































































































表4 各極j稔のサブコ iごうー トあたりの出現1母体数を 3婆i却により没閥均}した場合の部oキLI関係
数とm十Ir:JJ係数
結t，f:歪 fl対日立 j主 LR守合水上ヒ tヨー樹からの脱出If~ 司HH関係数
クロマツ・アカマツ 0.495 .ホ …0.217 •• 0.511 摩市
ヒノキ -0.010 一0.056 -0.201 村 0.322 場吻
ヒメコマツ -0.079 -0.199 • -0.097 0.278 事事
ネズ -0.194 • …0.016 -0.152 0.297 •• 
ヤブゅツノfキ 0.027 -0.037 -0.266 •• 0.270 •• 
サカキ -0.070 0.282 •• -0.239 車事 0.362 .取
シキミ -0.155 0.153 0.206ホ
ウラジロガシ 0.062 -0.1l3 0.124 
コジイ -0.000 0.104 0.191 • 0.192 
ヌルテ' 0.413 •• 0.090 -0.007 0.451 •• 
コナラ 0.255 •• -0.285 •• -0.143 0.353 •• 
ヤマウルシ 0.133 0.175・ …0.061 0.264 • 
マルパアオダモ 0.247 市磯 -0.01O 一0.339•• 0.381噂*
タラノキ 0.528 •• 0.398 •• 0.036 0.636“ 
ニセアカシア 0.121 0.062 -0.262 •• 0.390日
ヤマザクラ 0.279 •• 0.047 -0.085 0.328 •• 
イソノキ 0.236 . 0.016 0.238市
アオハダ 0.347 車掌 0.140 -0.068 0.459 •• 
クリ 0.144 -0.044 0.147 
カキノキ -0.046 。‘171 • 0.173 
タカノツメ 0.011 -0.134 0.134 














































凶4 各信j殺の分布!Iキ伎のう℃と水分裂悶による )I~lm (右:)、光と/lJ;例嬰l羽による皮肉 (;)i).m凶術分析によ
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Resume 
Spatial distributions of natural regenerating trees w日remeasured in a Pinus thunbergii 
plantation on Mt. Tanakami， Japan. Most of species showed a contagious distribution， while 
distribution patterns of trees differed among the species. The effects of site conditions on the 
distribution pattern of regenarating trees were analyzed by the multiple regression method. 
Relative light intensity， moisture content of soil and distance from the mother tree were 
measured as factors of site conditions. P. thunbergii， P. densifloraαηd Quercus serrαtα 
favored drier conditions. The demand of P. thunbergii and P. densiflora for light was notably 
gr巴aterthan other species. Excepting these three specie日， deciduous broad-leaved species 
showed more demand for light and moisture than evergreen. The distribution of saplings and 
seedlings of barochores， anemochores， and coppicing speci巴swas especially clustered near 
their mother trees. 
